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世界の女性と手をつなぎ　ジェンダー平等へ！世界の女性と手をつなぎ　ジェンダー平等へ！

廃止しよう！戦争法
　　取り戻そう！立憲主義
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廃止しよう！戦争法
　　取り戻そう！立憲主義

すみだリバーサイドホール（イベントホール）
（〒130-8640　墨田区吾妻橋１－23－20　電話03-5608-6430）

会　場

2016年３月８日（火）
18：20～20：30（18：00開場）
入場無料　どなたでもお気軽にご参加ください。

日　時

最寄りの交通機関
　●東京メトロ銀座線「浅草駅」５出口から約５分
　●都営地下鉄浅草線「浅草駅」Ａ５出口から約５分
　●東武伊勢崎線「浅草駅」正面口から約５分

「女性が立ち上がる時
　　新しい民主主義が始まる」
「女性が立ち上がる時
　　新しい民主主義が始まる」

中野晃一さん（上智大学国際教養学部教授）講演

プロフィール
1970年東京生まれ。政治学（日本政治、比較政治、政治思想）。
東京大学（哲学）および英国オックスフォード大学（哲学・政
治学）の両校を卒業、米国プリンストン大学にて政治学の博士
号を取得。1999年より上智大学にて教鞭をとり、2011年10月よ
り教授。主著『右傾化する日本政治』（岩波新書）、『戦後日本
の国家保守主義̶内務・自治官僚の軌跡』（岩波書店）、共著
に『集団的自衛権の何が問題か』（岩波書店）、『ヤスクニとむ
きあう』（めこん）など。日本再建イニシアティブ著『民主党政
権失敗の検証　日本政治は何を活かすか』（中公新書）および
『「戦後保守」は終わったのか　自民党政治の危機』（角川新
書）でプロジェクト座長。

文化行事

ペドロ・バージェさん（キューバ出身）
アレハンドロ・パラシオスさん（メキシコ出身）

曲目　イパネマの娘（ブラジル）、ラ・マラゲーニャ（メキシコ）、
　　　グアンタナメーラ（キューバ）、ほか

オープニング・コーラス（女性のうたごえ東京連絡会）／
交流と連帯のひろば／アピール採択

ラテン音楽のひととき
－歌とギター・サクソフォン等生演奏－

主催　2016年国際女性デー中央大会実行委員会
（連絡先　日本婦人団体連合会　〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷４－11－９－303　電話03-3401-6147）
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世界の女性は連帯する
平和、生活の向上、
ジェンダー平等めざして
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　国際女性デーは、歴史の作り手である普通
の女性の物語である。それは男女平等のため
に、女性たちの社会参加と社会変革を求める
幾世紀にもわたるたたかいに根ざしている。
―1995年国連文書より

国際女性デーってなに？
　３月８日、国際女性デーは、世界の女性が「パンと権利
と平和」のためにいっせいにたちあがる日です。安倍政権
は憲法違反の「戦争法」を強行。「すべての女性が輝く社
会」と喧伝する一方、労働者派遣法改悪の強行につづき、
新たな労働時間法制や解雇の金銭解決など労働法制の規制
緩和をすすめようとしています。女性の貧困化がすすんで
います。女性たちは、戦争法廃止、憲法９条を守り、「戦
争する国」づくりを許さない、原発再稼働反対、ＴＰＰ反
対、社会保障の改悪反対、労働法制改悪反対と行動に立ち
あがっています。平和・ジェンダー平等の実現に向けて、
世界の女性たちと連帯しましょう。

日本でも
　1923年、婦人講演会として開いたのが最初。天皇
制国家の弾圧で集会を開けなくなっても、個人宅で
集い、女性デーを守りつづけました。1947年には戦
後初の女性デーがとりくまれ、49年には１万5000人
が日比谷小音楽堂を埋めつくしました。その後も、
女性の切実な課題をかかげ、平等・開発・平和をめ
ざす世界の女性運動と連帯して発展しています。

ルーツと歴史
　20世紀初頭、アメリカの女性たちがパンと参政権
を求めておこした行動に学び、1910年、第１次世界
大戦を前にコペンハーゲンでの第２回国際社会主義
女性会議でクラーラ・ツェトキーンが提案、世界の
女性の統一行動日として創立されました。1917年３
月８日におこなわれたロシアの国際女性デー以後、
この日が世界共通に。1977年には国連デーとなり、
国連事務総長が毎年メッセージを発表する全世界の
とりくみとなっています。

2015年国際女性デー中央大会パレード

ブラジルの女性たち


